
◆
長
い
歴
史
を
積
み
重
ね
た
利
神
城

　

利
神
城
の
現
在
の
姿
は
、
こ
れ
ま
で
の

長
い
歴
史
の
積
み
重
ね
の
結
果
で
す
。
そ

の
歴
史
の
中
で
、
城
及
び
城
下
の
環
境
や

構
造
が
大
き
く
変
化
す
る
時
代
は
、
お
お

む
ね
四
つ
の
時
期
に
集
約
で
き
ま
す
。

◆
一
期
目
は
別
所
氏
居
城
の
中
世

　

一
期
目
は
、
利
神
山
南
西
山
麓
の
別
所

構
を
拠
点
と
し
て
い
た
中
世
の
別
所
氏
が

居
城
し
た
時
代
。

　

二
期
目
は
、
戦
国
末
期
の
宇
喜
多
氏
が

居
城
し
た
時
代
の
あ
と
、
関
ケ
原
の
合
戦

後
、
池
田
氏
が
播
磨
を
領
し
、
本
城
で
あ

る
姫
路
城
の
支
城
と
し
て
大
改
修
、
そ
の

後
廃
城
に
至
る
ま
で
の
時
期
。

　

三
期
目
は
、
池
田
氏
転
封
後
か
ら
寛
永

十
七
年（
１
６
４
０
）、
松
平
氏
に
よ
る
旗

本
領
や
幕
府
直
轄
地
と
な
っ
た
時
代
。

　

四
期
目
は
、
十
八
世
紀
中
頃
、
播
磨（
姫

路
）
か
ら
因
幡（
鳥
取
）
の
間
を
結
ぶ
宿

場
町
平
福
と
し
て
最
も
栄
え
た
時
代
で
す
。

◆
四
つ
の
時
代
が
形
成
し
た
遺
構

　

現
在
の
利
神
城
跡
及
び
周
辺
に
お
い
て

は
、
こ
れ
ら
四
つ
の
時
代
に
形
成
さ
れ
た

様
々
な
構
造
の
断
片
が
残
さ
れ
継
承
さ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
保
存
し
、
適
切
な
活
用
に
よ
っ

て
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
は
、
遺
構

の
保
存
を
前
提
に
未
だ
多
く
の
謎
を
秘
め

た
各
時
代
の
背
景
や
歴
史
、
構
造
を
解
明

す
る
た
め
の
努
力
を
継
続
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
利
神
城
が
構

築
さ
れ
た
四
期
の
各
時
代
を「
物
語
」
と
と

ら
え
、「
保
存
活
用
計
画
」
で
、
大
綱
を『
利

神
城
を
め
ぐ
る
四
つ
の
物
語
を
再
発
見
し
、

語
り
継
ぐ
』
と
し
ま
し
た
。「
整
備
基
本
計

画
」
は
こ
の
理
念
に
基
づ
き
、
具
体
的
な

保
存
と
活
用
方
策
を
示
し
ま
す
。
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利神城をめぐる
四つの時代

　
利
神
城
は
別
名「
雲
突
城
」
と
呼
ば
れ
、
地
域
の
象
徴
と
し
て
、

そ
の
姿
が
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
利
神
城
は
、
地
元
に
と
っ

て
は
児
童
・
生
徒
が
山
登
り
を
し
た
り
、
住
民
が
花
見
を
楽
し
ん

だ
り
し
て
身
近
に
憩
う
場
、
日
常
に
訪
れ
る
場
で
あ
り
、
来
訪
者

に
と
っ
て
も
城
郭
と
平
福
の
町
並
み
を
散
策
で
き
る
歴
史
的
観

光
地
の
一
つ
で
し
た
。
本
号
で
は
、「
利
神
城
跡
の
変
遷
図
」
を

基
に
利
神
城
の
歴
史
の
積
み
重
ね
を
紹
介
し
ま
す
。
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多くの謎を秘めた歴史と遺構 

「利神城をめぐる四つの物語を再発見し、 語り継ぐ」

①別所氏が居城した 「中世の利神城」 の物語

②宇喜多氏を経て池田氏が大改修した
　　「近世の利神城」 の物語

③廃城後 旗本領や幕府直轄地となった頃の物語

④宿場町平福として最も栄えた頃の物語

史跡利神城跡保存活用計画の大綱
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